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お得な年間パスポート 

庭園のコトが良く
わかる庭園ガイドツ
アーは、毎週土・日
曜日の 11 時・14
時にスタート！ 

 

か
わ
ら
版 

小
石
川
後
楽
園 

 
ＨＰ「公園へ行こう！」 

 

第１４１号 

 

●小石川後楽園用● 
一般:1,200 円 

６５歳以上:６００円 
 

●都立９庭園用 

一般:4,000 円 
65 歳以上:2,000 円 

 

 

冬の水道橋散歩 

 

(画像：国立国会図書館デジタルコレクション) 

９庭園インスタグラム 

特設サイト開設！ 

ます。それを記念して、特別講演や伝統芸能の公

演など、みなさまにお楽しみいただけるイベント

を開催いたします。 

 詳しい内容は、パンフレット 

または、特設サイト(右記 QR 

コードを読み取っていただくか 

「小石川後楽園 100 周年」で 

検索)を、ご確認ください。 

 次の 100 年に向けて、みなさまのご来園をお 

待ちしております。 

 
 

 

 寒い季節、勇気を出して出発したら、もう少

しだけ、お散歩を楽しんでみませんか？ 

 今回ご紹介するのは、広重の『銀世界東十二景 

お茶の水雪中美人』です。 

 新しい年も始まり、一年の中で、最も寒いといわれる

時期を迎えます。みなさまは、いかがお過ごしでしょう

か？ 

 昨年、入国制限が緩和されて以降、当園でも海外から

のお客さまが一気に増えました。世界中には、いえいえ

日本の中でも、数えきれないほどある楽しい場所や、美

しい景色の中から、小石川後楽園を選んでお越しくださ

り、本当に感謝いたします。 

 そして、この時を待ちわびた！感満載のみなさまは、

積極的に日本語にもチャレンジしてくれます。 

 窓口で入園券を買われる時、ある方はおっしゃいまし

た。「一人前！」また、別の方は「おひとりさま」と。 

少しだけニュアンスが違いますが、旅の目的まで伝わる

ような、一生懸命覚えてくださった日本語を聞くと、と

ても嬉しく思います。 

 先日、「over 65」とおっしゃって入園券を買われた

ご夫妻、その後、ご婦人がにっこり微笑んでおっしゃい

ました。「ワタシハ、ナナサイデス！」“70 才？それと

も、77 才かな？う～んっ、たぶん何かが抜けている？”

でもイイんです。だいたい伝わりますから。それに、言

い終わった後、ご婦人の少しだけ得意気なお顔は、とっ

てもチャーミングでしたから。 

 コロナ禍前には、こんな会話は日常茶飯事でした。

が、久しく遠ざかっていた楽しいやり取り。今年は、も

っともっと増えることを願います。 

 さて、園内の梅林でも、早咲きのウメが咲き始めまし

た。冷たい空気の中、静かに凛と咲く姿には心惹かれま

す。例年、2 月の上旬には見ごろを迎える梅林。今年も

開花状況をホームページやツイッター、お電話などでご

案内します。 

 手袋やマフラーなど暖かくして、一足早い春探しはい

かがでしょうか？ 

 その昔、江戸の人々の生活に欠かすことのでき

なかった神田上水の水は、水源の「井の頭池(現在

の井の頭恩賜公園内)」から、善福寺川、妙正寺川

を併せ、文京区にある関口の大洗堰で２つに分か

れました。 

 その片方の流れは、上水として水戸藩江戸上屋

敷(当園)内を通り、その後、神田川を懸樋(かけ

ひ・水道管)で渡り、神田・日本橋方面へ運ばれま

した(もう片方は、余った水として神田川へ)。 

 しんしんと雪降る銀世界、絵の中央に描かれて

いるのが、その懸樋です。この懸樋が「水道橋」

の地名の由来になったとの説があります。 

 現在の水道橋は、JR 水道橋駅東口からすぐの

所に架かっていますが、懸樋はこの橋より 100m

ほど下流にあったそうです。JR 水道橋駅から JR

御茶ノ水駅に向かうお茶の水坂の途中に「神田上

水懸樋跡」の碑が建てられています。また、その

近くには、東京の水の歴史が良く解る「東京都水

道歴史館」もあります。 

 近代水道の発達とともに、明治 34 年、神田上

水は廃止されました。現在、園内の水は雨水と、

汲み上げた地下水で賄っていますが、唯一水の流

れも遺されている「神田上水跡」(右写真)をご覧

いただくことができます。 

 昔の景色に想いを馳せつつ、大切な水の歴史を

訪ねてみませんか。 

 

 
《園内に遺る神田上水跡》 

●この周辺では、早春にはウメ、初夏にはフジやハナショウ 

ブ、初秋にはヒガンバナなどがお楽しみいただけます。 

https://toukyotokouenkyoukai.sharepoint.com/:x:/s/PT261/EVpJfN1VfBFFlyhzqay5o88B0Pxl8FBzZ_VV-fT2W5pcGA

